
昭
和
十
年
生
ま
れ

十
六
人
が
新
入
金

公
民
館
主
催
の
般
若
地
区
敬
老
会

が
、
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
、
庄
東

小
学
校
の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
十
年
生
ま
れ
の
新
入
会
員

十
六
名
が
紹
介
さ
れ
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
林
要
矩
さ

ん
公
文
色
、
が
新
入
会
員
と
し
て
招

か
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
年
目
出
度
く
、
上
壽

（百

才
）
を
迎
え
ら
れ
た
林
も
と
ゑ
さ
ん

（北
明
）
と
、
米
寿

（八
十
八
才
）
の
八

田
ユ
キ
さ
ん
王
覚
）、
八
日
駿

一
さ
ん

〓
堂

、
林
す
さ
さ
ん
書
導

、
八
田

か
よ
さ
ん

釜
口導
）
、
荒
木
鉄
夫
さ
ん

傘
口導
）
ら
五
人
の
方
々
に
砺
波
市
よ

り
の
祝
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
幼
稚
園
児

ｏ
小
学
校

。
中

学
校
児
童
生
徒
の
踊
り
や

吹
奏
楽
な
ど
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
庄
東
派
出
所
松

田
巡
査
部
長
の
交
通
安
全

講
話
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

ジ
ャ
ズ
ま
で
幅
広
い
レ
パ

ー
ト
リ
ー
を
持

つ
ト
リ
オ

・
ク
レ
ー
ル
の
、
川
の
流

れ
の
よ
う
に
な
ど
の
演
奏

で
、
約
百
人
余
り
の
参
加

者
が
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

公
民
館
、
福
祉
協
議

会
、
婦
人
会
の
役
員
の
方

々
は
じ
め
、
お
世
話
く
だ

さ

っ
た
皆
さ
ん
、
た
い
へ

ん
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。

林
も
と
ゑ
さ
ん
　
目
出
度
く
上
壽

上
田
市
長
ら
が
お
祝
い
に

当
会
会
員
林
も

と
ゑ
さ
ん

（北
明
）

が
九
月
十
六
日
、

日
出
度
く
満
百
才

の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
上
田
砺
波

市
長
を
は
じ
め
、

市
議
会
議
長
、
般

若
振
興
会
長
、
北

明
常
会
長
、
光
寿

会
役
員
ら
多
数
の

方
々
か
ら
祝
福
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

も
と
ゑ
さ
ん
は
明

治
四
十
二
年
生
ま

れ
、
十
七
才
で
林
家

に
嫁
が
れ
、
以
後
家

族
と
家
業
を
守
っ
て

八
十
三
年
、
今
も

な
お
嬰
錬
と
し
た
ご

様
子
で
、
背
筋
を

ぴ
ん

ヽ
と
伸
ば
し
な
が

ら

「お
忙
し
い
が
に

気
の
毒
な
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
益
々

の
ご
健
勝
を
お
祈

第
六
回
光
寿
会
親
睦
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
、
好
天
に
恵

ま
れ
た
九
月
二
十
六
日
、
い
か
る
ぎ
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い
た
坂
東
Ａ
、
公
文
名
Ａ
、

ら
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
六
時
過

ぎ

散
会
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
の
三
チ
ー
ム
は
十
月

十
八
日
に
開
催
さ
れ
る
般
若
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ペ
タ
ン
ク
大
会

に
頼
成
光
寿
会
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

川
原
Ｂ
の
間
で
決
勝
リ
ー

グ
戦
が
行
わ
れ
、
公
文
名

Ａ

（島
道
成
・
林
博
。
島
照

子
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

二
位
は
川
原
Ｂ

（武
部

由
美
子
・
林
久
子
・
高
畠
夏

子
）
、
三
位
は
坂
東
Ａ
チ

ー
ム

（林
貞
子
・
坂
東
国
香

・
坂
東
泰
子
）
で
し
た
。

終
了
後
、
館
内
で
表
彰

式
を
行

っ
た
あ
と
懇
親
会

を
開

き
、

書融
〈
口

の
模

様
を

振
り

返
り

な
が

光藤なべじ

第 6回 光寿会ベタンク大会 選手…覧
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孫
達
に
縄
網
い
教
え
る

児
童
と
高
齢
者
の
交
流
を
深
め
る

般
老
連
高
齢
者
学

級
と
庄
東
小
学
校
児

童
の
交
流
学
習
会

が
、
九
月
十
七
日
午

後
、
小
学
校
で
開
か

れ
ま
し
た
。
当
日
は

お
じ
い
ち
や
ん
、
お
ば

あ
ち
や
ん
達
が
、
昔
の

生
活
を
振
り
返
り
な

が
ら
児
童
達
の
手
を

取
っ
て
縄
な
い
を
教
え

ま
し
た
。

光
寿
会
か
ら
も
副

会
長
以
下
数
人
が
参
加
、
講
師
役
の
三
門
明
外
二
さ
ん

の
藁
打
ち
、
林
す
み
子
さ
ん
、
三
門
明
明
子
さ
ん
の
縄

な
い
の
実
演
を
み
た
あ
と
、
班
に
分
か
れ
て
児
童
達
に
な

い
方
を
伝
授
し
ま
し
た
。

待
望
の
施
設
い
よ
い
よ
運
用
開
始

十
月

一
日
よ
り

砺
波
消
防
署
庄
東
出
張
所

砺
波
消
防
署
の
庄
東
出
張
所
が
十
月

一
日
よ
り
運
用
を
開

9月 のらんじょ浮世亭は、いつもの定番メニューのほか、光寿会との
共催で「交通安全教室」を開催、砺波市生活環境課、砺波市交通
安全協会の指導員三人を招いて、楽しい寸劇を通して身近な交通ル
―ルについての理解を深めました。老爺と老婆に扮した二人の滑稽
なやりとりと、その中に入ってそれとなく交通ルールを教える指導員なやりとりと、その中に入ってそれ

`

の見事なコンビで、とても分かりやすく交通安全の心構えを教えてもらいまし
た。午後の書写・朗誦の集いは、仏説阿弥陀経の第九回日として、東方世
界、南方世界の無数の佛達が、それぞれの佛の国で、弥陀の功徳を説い
ておられる様子を表した部分を書写しました。

鯉麓欝ふ鵬議船麟轟
勒 翼層惚濶 守。時こ

ろよリー時間余り、浮世亭ふれあい茶会を催させていただきます。ぜひ
お越し頂き、心豊かなひとときをお過ごし下さい。

あと出しジャンケンで脳の活性化を

秋

の

日

油

旅

行

。
圏
購
　
十
周
十
鯉
圏

（火
》
～
十
国
図
書
奪

籠
コ
ー
ス

一
日
目
　
頼
成
―
気
多
大
社
―
妙
成
寺
―
い
こ

い
の
村
能
登
半
島
泊

二
日
目
　
総
持
寺
―
志
賀
原
発
―
花
の
ミ

ュ
ー

ジ
ア
ム

「
フ
ロ
ー
リ
イ
」
―
い
こ
い
の
村
能

登
半
島

（昼
食
）
―
頼
成

”
日
程

　
下
頼
成
バ
ス
停
十
三
日
午
後

一
時
出
発

。
中
頼
成

。
太
子
堂
前

。
農
協
前
停
車

十
四
日
午
後
五
時

頼
成
帰
着
解
散

颯
轟蜜
警
費

　
男

一
万
六
千
円

　

女

一
万
五
千
円

10月

行 事 予 定

1日

定例役員会

4日

般若地区民運動会

8日 ～9日

市老連大会,作品展示

13日 ～14日

光寿会秋の…泊旅行

18日

般老連ペタンク大会

21日

般老連高齢者学級
「
私たちにできる救

急法,心肺蘇生法i

残
念
な
が
ら
こ
の
本
を
読
ん
で
い
な
い
の
で
よ
く
は
分

猜
耐
麟
譴
協
が
ｒ
い
「
狂
緩
Ю
奸
測
が
増
訟
鋤
離
∞
鎌
齢

挙
に
よ
る
自
公
政
権
の
歴
史
的
大
敗
と
、
民
主
党
に
よ
る

新
た
な
政
権
の
誕
生
は
、
そ
の
希
望
に
満
ち
た
予
測
を
狂

わ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
新
政
権
に
は
、
三
〇

八
も
の
大
量
の
議
席
を
与
え
た
国
民
の
負
託
に
応
え
て
、

日
本
の
発
展
と
国
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

ててま年ル測
L 

歴代公


